
2024～2025年度
滝川ロータリークラブ
会長　　西田　浩二

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より
■ 例会場：ホテル三浦華園
■ 住　所：滝川市花月町1-2-26
■ 電　話：(0125)-22-3344
■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755
■ メール：takikawarc@gmail.com
■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1.芦別RCより会報、例会ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、挨拶状

が届いております。赤平、羽幌ＲＣより

活動計画書と挨拶状が届いております。

深川ＲＣより挨拶状が、また砂川、美唄

ＲＣから会報が届いております。

2.夏の交通安全「旗の波運動」が7月12日

金曜日、北洋銀行滝川支店前で午前7時50

分から8時10分まで行われます。メイク対

象です。多くの方の参加宜しくお願い致

します。

3.ﾛｰﾀﾘｰ米山記念奨学会より当クラブに対して、第39回米山功労ｸ

ﾗﾌﾞの感謝状が届いております。

4.財団奨学金募集のﾎﾟｽﾀｰが届いております。

5.活動報告書と計画書が出来上がりました。

6.上期のｸﾗﾌﾞ会費の納入をお願い致します。納入期限は7月31日

です。

前年度決算及び出席報告
前野前年度幹事の司会の元、鷲尾前会長にご挨拶を頂き、その後

各委員からの報告、宮崎監査から監査報告がありました。出席報

告では、ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ100％表彰を奥山かおる/黒元利脇/桜井寿紀/深

澤和範会員が表彰され、皆出席者25名が表彰されました。

ニコニコBOX
石黒安雅　活動計画書、会員名簿、無事納入出来て/深澤和範　

ホームクラブ皆出席表彰を頂いて・活動計画書、会員名簿が発行

出来て/ 桜井寿紀　財団、出席表彰を頂いて・会員名簿、活動計

画書作成にあたり石黒会員に大変お世話になりました。ありがと

うございました。山岸　穣　最後の会計報告をして。ありがとう

ございました。/前野史賀　前年度理事会担当の例会を無事終え

ることが出来ました。一年間大変お世話になりました。自分自身

成長させて頂き感謝しております/向井由延　出席表彰を頂いて/

村田雅彦　皆出席表彰を頂いて/住吉直樹　皆出席を頂いて/

渡辺浩司　皆出席表彰をいただいて/山根幹生　皆出席をいただ

き、ありがとうございました。/髙橋賢司　皆出席賞を頂ありが

とうございました/黒元利脇　ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ皆出席表彰を頂いて100％

を頂いてありがとうございます。佐伯敏和　皆出席を頂いて/

井上要　皆出席を頂いて/吉田英人　ﾛｰﾀﾘｰの友誌委員長としての

初の発表をしました。御清聴ありがとうございました/

神部志乃信　皆出席表彰を頂いて。先日の理事会にて大遅刻をし

てしまい申し訳ありませんでした。食事を完食し、その後二軒し

っかり参加させて頂きました！！/上田秀司　ﾛｰﾀﾘｰ財団寄付報告

をさせていただき/入井浩樹　皆出席を頂いて！今年も皆出席頑

張ります/水原勝之　皆出席を頂いて/浮田優　皆出席を頂いて。

本年度も頑張ります

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

西田浩二　鷲尾会長お疲れ様でした。今後もご指導宜しくお願
いします/篠島由一　①前年度約委員・理事の皆様お疲れ様で
した②初めてのホーム100％出席を頂いて③地区職業奉仕（４
年目）委嘱状をいただいて/鷲尾昌法　今回を持ちまして全て
終わりました。皆様ありがとうございました。また、6日の音
楽界コンサートに対しましてチケットの購入等ご協力ありがと
うございました

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和6年07月12日

出席報告　　　7月11日
会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

81名 1名 7名 53名 27名 68%

【 今週の寄付 】（敬称略）
◆米山： 畠山かおる/住吉直樹/山田直登/清水剛/石黒安雅/

入井浩樹/太田孝司/高山訓正　累計　152,000円
◆財団： 畠山かおる/住吉直樹/山田直登/清水剛/石黒安雅/

西田浩二　累計　1,105＄

第3404回　例会報告　令和6年7月11日（木）
会長挨拶

2024～25年度RI会長ﾃｰﾏは「ﾛｰﾀﾘｰのﾏｼﾞｯｸ」です。ﾛｰﾀﾘｰの会員はﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを完了するたび、寄付するたび、新入

会員を迎えるたびに、ﾏｼﾞｯｸ（魔法）を生み出しているとｽﾃﾌｧﾆｰ・ｱｰﾁｯｸ会長は述べています。このﾏｼﾞｯｸという

言葉は、衛生面が悪い地区にﾛｰﾀﾘｰクラブが浄水器を設置・寄贈し、子供達にきれいな水を飲んでもらったと

き、そばにいた子供がもう一度マジックを見せてと言った事からﾏｼﾞｯｸという言葉を引用したとのことです。　

この事業は、皆様から協力頂いている財団寄付から事業費が出ています。つまり多くの人々を救うﾛｰﾀﾘｰの力の

一つの例です。　あわせてﾎﾟﾘｵ根絶に向けてのﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽへの寄付も同じことが言えますが、ﾎﾟﾘｵﾌﾟﾗｽへの寄付に

対しては、ﾋﾞﾙ＆ﾒﾘﾝﾀﾞ・ｹﾞｲﾂ財団が2倍の寄付額を上乗せしてくれます。　寄付を通して一人ひとりの力が、ﾛｰﾀ

ﾘｰの力となってﾏｼﾞｯｸを生み出すことができると言っているのです。　国際ﾛｰﾀﾘｰの理事会は、2024～25年度をﾄﾗ

ｲｱﾙ期間の初年度として地区やｸﾗﾌﾞに対して3年間の目標と計画をたてるよう求めています。今後数年の活動を方

向付ける四つの優先事項が　①よりおおきなｲﾝﾊﾟｸﾄをもたらす　②参加者の基盤を広げる　③参加者の積極的なかかわりを促す　④適

応力を高める　です。これはｸﾗﾌﾞの発展と活性化のためにおこなうものだと言ってますが、過去の実績をもとに目標を設定し進めて参

ります。各委員長からお願いがあった場合には協力をお願い致します。


